
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度まで 25年度 計

円 円 円 円 円 円

35,412,000 15,380,000 50,792,000

交付金額 34,940,000 15,300,000 50,240,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　霧島演習場関連公共用施設（交通施設：四ッ枝・永山線）整備事業

　湧水町

　鹿児島県姶良郡湧水町川西地内

　町道四ッ枝・永山線の周辺住民より，幅員が狭隘により車両同士の離合困難な
ことから，道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり，当町において検討したと
ころ，早急に拡幅を実施する必要があると判断し，改良工事を実施したものであ
る。
　調整交付金事業で工事を実施することにより，地域住民の生活安定対策として
基盤の整備を図るものである。

　本年度，全区間が拡幅改良されたことから，地域住民より「以前より離合が容
易になった」との意見が寄せられた。従って，当該路線の交通状況が改善された
ことで，地域住民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

  改良工事 延長L= 80ｍ幅員W=5.0ｍ 舗装工事 延長L=120ｍ幅員W=5.0ｍ（平成25年度）

　平成１７年度から平成２５年度

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
予定

計

円 円 円 円 円

6,961,000 3,900,000 16,000,000 21,000,000 47,861,000

交付金額 6,960,000 1,300,000 15,000,000 20,000,000 43,260,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　町道堀ノ原・永山線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の
離合が困難なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、
当町において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要
があると判断し、当該工事に係る実施設計を実施したものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施す
ることにより、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、霧島演習
場周辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　霧島演習場公共用施設（交通施設：堀ノ原・永山線）整備事業

　湧水町

　鹿児島県姶良郡湧水町川西地内

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式

　平成25年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、設計の内容に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
まで

25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

7,777,000 12,988,000 27,000,000 16,000,000 12,000,000 75,765,000

交付金額 5,817,000 12,815,000 25,960,000 15,000,000 10,000,000 69,592,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　霧島演習場関連公共用施設（交通施設：麓原口線）整備事業

　湧水町

　鹿児島県姶良郡湧水町鶴丸地内

　町道麓・原口線の周辺住民より，幅員が狭隘により車両同士の離合困
難なことから，道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり，当町におい
て検討したところ，早急に拡幅を実施する必要があると判断し，改良工
事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより，地域住民の生活安定対
策として基盤の整備を図るとともに，霧島演習場周辺の防衛施設の安定
的使用に寄与させるものである。

　本年度，全区間が拡幅改良されたことから，地域住民より「以前より
離合が容易になった」との意見が寄せられた。従って，これら交通施設
の一部が改善されたことで，地域住民の生活環境の改善に一定の寄与す
ることができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

  改良舗装工事 延長L=82ｍ幅員W=5.0ｍ 　　電柱移転１本

　平成２２年度から平成２８年度

　無


